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Source blending 
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• ⾚外線より⻑波⻑の多くの装置は空間分解能が
悪く、天体同⼠が重なりあう（source 
blending）

• 空間分解能が良い画像でも、より⾼感度になる
とblendingは起きやすい（特に裾野）

• 多波⻑解析において、source blendingに対す
るケアは必須
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オリジナル画像

モデルプロファイルの合成画像差し引かれた画像

Ashby+15

Ashby+15 Ashby+15
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例1. Coarse Single-band
• １バンド内でピーク検出を繰り返し頑張る（Spitzer IRAC surveys; Ashby+13, 15）
• ツール: STARFINDER (Diolaiti+00), IRAF/AUTODAO (Matsunaga-san)
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オリジナル画像 検出位置にPSFをあてたモデル画像 残差
• 次の天体検出にかける
• 最終的な残差画像に着⽬する天体だ

けのPSFモデルを埋め込んで測光
IRAC程度の空間分解能（FWHM~2ʼʼ）だと、明るい天体は分解されていてPSFだと残差が残る
暗い天体（high-zなど）に対しては良さそう
弱点：近接した２天体が１つのピークの楕円形に⾒えている場合、間違える

Ashby+15 Ashby+15 Ashby+15



例2. Coarse Multi-bands
• 空間分解能が良い画像での天体情報をPriorにして、天体検出・測光を⾏う
• Tools: TFIT(Laidler+06), DESPHOT(Wang+14), XID+(Hurley+17), Hyper(Traficante+15)

2020/9/15 光⾚天連シンポジウム 6

Barro+11

な
ま

し&天
体

毎
に

ス
ケ

ー
リ

ン
グ

も

Deblending on IRAC with Hubble

弱点： Priorが波⻑的に遠いと、検出や形状のリコンストラクションがうまくいかない

Deblending on SPIRE with MIPS24um

Hubble画像の
位置と形状両⽅
をpriorにしてる

MIPS画像の天体位
置だけをpriorにし
てる.
ビームサイズが⼗分
⼤きいのでPSF仮定
してOK

ベイジアンアプローチ



例3. Moderate-resolution (opt) Single-band
• HSC SSPデータのように⼗分深いと分解能<1ʼʼでもsource blendingが問題になる

• SSP pipeline deblender (Bosch+18)
• ピーク検出
• 各ピーク毎に180度回転対称を仮定してプロファイルフィット
• プロファイルフィットの情報を元にピクセル毎のfluxを分離
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オリジナル画像 children画像

children画像



例3+. 機械学習
• 天体分離, flux reconstructionに潜在的な有⽤性

• 装置の分解能以上（超解像度）の画像を構築することも
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Reiman+19  Deblender GAN

Shawinski+17  
GAN



まとめ+ 多波⻑画像の有無

天体が空間分解されてる
か？

Assume PSF

Iteration ON

Profile-fit

Iterationどちらでも

近い波⻑で⾼分解能かつ
深い画像があるか？Single-band

でdeblend

Prior

Iterationどちらでも

NO YES

YES

NO

YES
NO

• 統計的な研究に威⼒を発揮
• 個別天体（珍しい天体）の場合はよりフレキシブルな取り扱いをするべき
• 空間分解能が悪い1バンドしかない場合、複数天体が１ピークになっている可能性を棄却できない

-> 波⻑域毎に⾼分解能・広視野装置によるPriorとなるデータの取得が望ましい

Machine
Learning
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